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科研を機軍する昭和展菫く中央).久村所長が先導レ
ている (元科研職員の小野EIMさん経曇).
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●:∠ -55:長 三井鉱山三池染料工業所の年間生産能力(昭和
15年 9月 30日 p在 )
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日中戦争勃発の翌昭和13年 ,当社三本木工場の石炭酸工場は陸軍および海軍の

監理下に置かれ,14年 1月 には,高同工場のアルミユウムェ場が航空機材用に認

定され,陸軍監督工場になった。また,こ れより先,二本本工場では11年に海軍

燃料廠の要請で高級配合燃料や9~・l爆剤四エチル鉛の研究に着手し,16年 4月 から

その製造を開始している。そして,大手洋戦争突入後はカセイソーダや晒粉に代

わって,軍需化学製品である不凍液のエチレングリコール!爆薬用のシニ トロク

ロールベンゾール,耐爆剤四エチル鉛, さらにはアルミユウム,ニ ッタルの軽金

属,銃器用銀材などが主力製品となった。

このように会社全体が軍事一色に塗り変えられ,従業員全員が参戦意識に燃え

て増産に努めていたため,各工場には始終,陸・海軍はもとより皇室・官庁から

も慰労,激励に使者が訪れていた。なかでも皇室からは,産業奨励と従業員激励

のため,次のとおり各殿下,侍従らが差遣された。

陸海軍へ章用機「日曹号」を献納

当社が陸海軍に献納した軍用機日曹号

13和 19年末.当社では二本木工場を中,し ,

ヽる社員有志がこぞって饉全し,海軍およ
睦軍へ飛行機を各1機ずつ献納した。海寧

献納さJ■た飛行機は報国第433号 (3曹号)

称され鑑上戦闘機として第2次大駆で話躍

た。
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,富部かりの教育注文…      =
昭和 6年の満州事変を契機として日本が準戦時体

制に移行していくなかで,鰹

塩化炭素,■チレングリコールの研究により軍部
との接触をもつた当社は,やが

デ

~~‐
           __  __._1

曖 けるようになつた。摯 育注文と
は,未開発の軍需製

て軍部から「教育注文」を

品について,数量と期限を限定した上で,民間企業にそ
の研究と製造設備の建設

― ― ―

を委託し,その代わり製品は軍部が
「著しく高価格」で買い上げる保証を与える

というものであつた。軍部はこの方式によつて,軍需品の生産技術を
民間企業に

:駐存it着させておき。一朝有事の際には,それらをフルに利用して直
ちに生産

態勢に入ることを意図したィ)1111

二本木工場において受けた教育注文は表 1-14の と
おりであつたが,こ のうち

高級配合燃料であるイソヘプタンおよびイ
ソヘキサンについての研究は,海軍と

の共同により行われた。

二本本工場における「教育注文ョ

品   化1 研究時期

ィ ツ ヘ プ タ ン

イ ブ ヘ キ サ ン

トリフェニールア・レ)レ

エチレンタロール

配合燃料

高級翻 .短距離沼t離睦燃相
昭和12年頃

同上
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図2-2 エチレングリコール製造工程

'「

省―,ヒ
_→ 1豆憂亜∃――エチレンクス→

塩素一」

エチレン刻コ→レ■」水反応|― 靴エチレン

c rt U4\a- tu oli\.',\Q-n,u- 1

軍需会社第 1次指定会社に指定されると,早速,軍部の監理官が常駐し,工場

防衛のため40丁の機関銃が配備された。また,工場内が戦地と同環境の扱いとな

り。職員は召集を免除され,召集令状がきても,これを軍事係に持参すると,「陸

亜密101号により召集解除を命ず」という辞令が発せられた。

20年 3月 の東京大空襲後は二本木工場内に高射砲が持ち込まれれ.

クロールヒドリン

表2-25 当社におけるエテレングリコールの生産量推移

年  次 生 産 量 年  次 生  産  量
日召不口8」手

9

10

11

12

13

14

15

16

182

109,470kg

90,060

50,026

173.630

596,048

343,587

251,125

572,291

昭和17年

18

19

20

21

22

23

24

25

437,994kg

512,345

524,800

192,788

9,227

27,489

50,527

427,774

97,000

ハ 19～



:敏呼肩 1

密 を 、乖,`ぎF,夜縦ηそ脅膨啜翻♭il電ちJcぬ夕商 淋
備 、
`浚
πみ″襲Ъゲワ♭ないくにt、、のひ

|

邸ルit鰍イパI「ら卜F黎ブ陽みβ斗 ″1■ィレ」を,1飼協イι力雀ヽ′ィ多化
・   ・        `   ■ ・      ′        ′

脅 た ____

腐
`た

J七こ笏 ■lι縮 卜2夕多 _互立 [
ら窺D七純多グス〔像づ)・像好拶}‐ィジ伸|夕人 障l先ノン7膨 /
′ね癬 物りたガ物 Ir疹移 虜滋 ′ヽ協疏 磁

‐
、″ュ
^バの ル:'μレ1猶山蒟磁薇場

麒 )イ磁lη在イ1李
、ィらla‖ 日/v10凛牛a?,多グ″町1■ィレ無 ′_
iイうλ常ガあ略ι

・
|`、 lλをえら雄ンク磁 御衛蔽 A.

Afu>'q-r-r^r/ nft:ン@3こモ薪ンだ′に1メしtiク 62財乳眸β冊め
百ご百乙17弓 i赤りi:~磁孫」怨入l仁 仏ヽ擁今仇 t磁 ¶3ジτ久
趣盗慶盛盗 ^〃稔あ牧人¢

"散
り、19琢豚

“

マ協〕仁"

r ι備
“
力酬Ъ蜂
″
寺轡「n、骸漱夕御確nz2f知¶グ̀りZル |ケ斗た

tl多諄 1椛fattf由 _例たぃ込清焔協乞
′
|れ幹鉾筋n at短レ燃,多

: 
‐   ~ ■        :1    ~  '  

・   '    ~ ‐   ‐ r           ・

警うし協後に蒲ん伍レオ危険蕉fヵ協嬌,、物 2t危 l多しヽ多
ウ覇滋′仄蟹多     |ヤ (多頭イ贅〕し脅;び I`
脅¶Lゎ

涎、貴降イ:岬狩F 孤死獨 lグが.動多雰七吉乙4電と協拠にしし
`、

場な
'樵
L惰続しЙ彫止霧主止金蜜免

～ (1〆

黎図口蒟耽「電七ハ髭ヵ』こ

向¢望ヽスタ多F夕 1あ  多ォ̀
猜
影独ヴ影醤ヤ 独ル危めにオィ



離く壺毎〔14"η )な資■

グス じ 絣魯1勝辞繊酬》
(マリ′

ご″ バ癬L‖雅ηlゝ
i

じ口ηt,4‐山 o

TR螢 、‰ つた湯
`

t2、 9々マ
f      _   ‐

ｎ

ａ

′

雄
そ
一″ 厖

二灰Й′1ま,暫シl後 毛多ギイ

エ テ レ ン 関 係 製 造 工 程

蒸―冒
|

一
 

一 一 一 一 一 ¬

蜘 策

菊
胃

南 す

~~~~~~二 _一
一 一 一 一

二

^′ 2～

'd *-:(e,i()--------,st6.tEoE*t400'cE(rtLzltfa

Lソ
jIl          l「 く

|     |

1)_、

ア

し っ
Aヽta  .



ニ

γ戦濶感

"″

～め
ハ

キl千嘲 軍な)



二

乙
暴
ト

げ
一　　　」　　”

″
一
通

″



表
=I

，
―
‐
　
　
ト

旧軍における名称 r  ・.・ 申 名称 ・殴

煮嘲 _“唯 )
マ天驀

“

バリチトともぃう)、 .Лイツ ト,
及び岬 質の蹄  f・

  ~ :・ びらん薇ト

つ力悧 :をライ項) .(Dを、じ       ん了
ン
:こ |夕

)ヽジくしゃ期
幅蜘 ・

:みどり剤・′′亀
`露
露 ク
‐
口・ロアセドフエアン ・ ・

欄

あお剤 f 飛スグン
・

窒息剤

ちや剤.・なゴむ餐壼 ガ 警 血液割
。しろ剤
・
. トリタロ

=ア
″ンンl 鞠

出真:    憧簡需篭守13年中、

～ 1 ''21ヽ `′



6乙 ZT

弊
融
ハ
本
邦
二
於
ケ
ル
食
塩
電
解
工
業
ノ
嘴
矢

ニ
シ
テ
大
正
四
年
四
月
′
創
業

こ
羅
り
夙
二
食
塩
ノ
電

解

二
自
Ｊ
苛
性
曹
達
及
水
素
卜
共

ユ
震
生
ス
ル
塩
素
瓦
新
ノ
利
用
ニ
カ
ブ
傾
注
シ
後
記
各
種
ノ
塩
化
物

難
業
タ
ル
測
潤
囲
劉
割
劃
「
剰
創
刺
Ｊ
ヨ

ソ
ー

ノ
‐
期
目
列
劉
劇

シー

「
―
シー

ノ
完
成
，
見
タ
ル
ハ
勿
論
新
界

ノ口局
ノ
御
属
剣
「
「
劇
測
劉
判
Ｈ
劃
副
劉
釧
川
川

功‐
到

ヨ‐

ソー
刺
褐

ベ
リ
ヤ
」
出
兵
ノ
際

ニ
ハ
陸
軍
普

Ｊ
測
月
劇
翻
引
酬
¶
劃
翻
引
劉
「
「
ラ
ス
該
品

ハ
全
国
各
都
市

ヲ
始
メ
朝
鮮
、
満
洲
等

二
於
ケ
ル
上
水
滅

菌
用
ト
シ
テ
納
入
シ
保
健
上
大

二
称
谷

シ
ツ
ツ
ア
リ

液
体
塩
素
ヨ
，
一
歩
′
進
メ
面
刷
劃
翻
測
樹
劉
劇
Ч
劇
剛
判
倒
側
剰
倒
ノ‐
一‐
夕‐
ル‐
測
倒
到
剌
刻
引
例
可
ノ‐

製
造

二
闘

シ

大
正
拾

四
年

拾
月
拾

四
日
附
商

工
省
指
令
第

五

四
〇
七
騎

７
以

テ

「
ホ
ス
ゲ
ン
」
製
造
装
置
設
備

二
封

シ
呵
制

エー
刻
硼
劉
貿
劇
到

ノ‐
烈
倒

フ‐
翼

ケー
列
デ

、
本
品

ノIJハ

現

力
國
唯

一
ノ

モ
ノ

ユ
シ
Ｌ
倒
倒
刊
到
利
「
刊
倒
司
割

二‐
劇

シ‐

テー

′ヽ
―
硼
酬

ター

リー
劇

モ
‐

ァ
リ
不
時
用
ト
シ
テ
ハ
之
フ
原
料
ト
シ
テ
各
種
製
品
ノ
製
造

二
務
メ
タ
ル
結
果

昭
和
式
年
壺
月
参
拾
登
日
附
　
　
商
工
省
指
令
工
第
七
二
三
八
蛇
フ
以
テ

染
料
オ
ー
ラ
ミ
ン

昭
和
式
年
拾
壼
月
式
拾
五
日
附
　
商
工
省
指
令

工
第
九

三
四
三
統

フ
以

テ

染
料
タ
リ
ス
タ

ル
ヴ
ア
イ
オ
レ
ツ
ト

ニ
封
シ
染
料
製
造
補
助
金
ノ
交
附

フ
受
ケ
爾
木
順
調

二
製
造

フ
組
一練

シ
今
日

二
於

テ

ハ
殆

ン
ド
全
図
ノ

需
要

二
應
ジ
ツ
ツ
ア
，
　
　
　
　
　
゛

「
ホ
ス
ゲ
ン
」

フ
原
料

ト
ス
ル
他

ノ
重
要
製
品

ハ
軍
用
火
薬
用

「
セ
ン
ト
ラ
リ
ツ
ト
」
ノ
製
造

ニ
シ
テ

昭
和
四
年
以
来
陸
海
軍

ノ
御
用
命

二
應

ジ
今

ハ
全

ク
輸
入
品

フ
駆

逐

セ
リ

本
品

ハ
染

料
原
料

ト
シ
テ
重
要

ナ

ハ
化
・學
兵
器
園
利
「
引
引
司

得

ル
モ
ノ
ナ

リ

HfJ

和
ヒ́

年
拾
式
月

式

拾
七
日

 ヽ    1

況1今
１

‥

ｒ

ｌ

‘

中

以

下

勉
ンソ

Ｆ
物
じ

右

之

通

リ

ニ

有

之

候

也

陸
軍
大
臣
　
荒
　
木
　
貞
　
夫
　
殿

ミ
ナ

ラ
ズ
同
時

二
生
産

ス

ル
盤

化

「
ベ
ン
ヂ
ー
ル
」
安
息

香
酸

モ

ノ

ノ

一

一̈

シ

テ

一
朝

有

事

ノ

際

ハ
陸
海
草

ノ
御
用
命

二
應

ジ

東
京
市
芝
Π
田
村
町
壺
丁
目
四
番
地
四

一
保
土
谷
曹
違
株
式
會
離

一
・　
一
取
締
役
祗
長
　
　
磯
　
村
　
一苦

一
¨

・　

」

，
一
ξ
ゃ

二1我
~   l~~l~



:驚:'
別

　

紙

陸

繁
科
學

研
究
所
・長

久
　
　
村
　
　
種

樹

殷

ニ
チ
レ
ン
ガ
ス
利
用
二闊
・ス
ル
指
導
晨

郷
啓
　
弊
戯

三
池

為
料

工
業
所

二
於

ケ

ル
副
甕
物
ェ
チ

レ
ン
プ
ス

原
料

タ

ル
グ
リ

コ
ー
ル

一
腕

ノ
製
造

ス
ル
装

置

二
脳

シ
研

究
数
度

慶
奉

順
候

違
雨
貴
所

職
員
中

本
研
究

二
御
組

腹

ノ
有

セ
ブ

ル
ル
方

々

度
筒
其
放
数

ハ
弊
祀

二
於

ナ
負
携
数

ス

ヘ
キ

ニ
付

申
添

喉

■ヽ

哺
ォ

昭

和

九
年

九
月

一
日

ダ

井市爆
朧
養
碑

唱
礎
番
地
壼

代

表

取

締

役

窪
長

　

　

牧

　

田

エ

ヨ
リ
化

學
兵
器

ユ
付
指

導

相
成

名
御
派
遣
被

下

環

:、.:|:1,tギ  :i l1 li



日本陸軍の主な毒ガス兵器

区 分 一名 称 制ョ裁イ七年

砲兵用ガス弾

き tヽ  弾

754● 野山砲用 92式きい弾
100m● 機弾砲 ‐加晨靭 92式尖銀きい葬
1500m綱弾砲用 92式尖鋭きい弾
94式軽迫撃砲用 95式きい理__‐

1932

1932

1932

1935

あ か 弾

75mm野山砲用 92式あか弾
1000111溜弾砲・加農砲月 93式尖鋭あか弾

150m擦弾砲用 93式尖鋭あか弾
94式軽追撃砲用 95式あか弾 ______

あ を 弾
150m紹弾砲用百L表尖鋭あを弾
軽迫撃砲爛試製 99式重あな弾

あをしろ弾 〇
ち や 弾

75m"野山
覇ξ

97式ちや弾
式尖鋭ちや弾

150m欄鋼饒 97式尖鋭ちや弾
軽違黎砲用試製 99式重ちや弾

３７

３７

３７

３９

ガス放射筒
あ か 筒

92式おか綺  ~~

騎箋軍:副電
満

98,t4ヽあか筒

試製 98式中あか簡
試製 98式発射あか簡
試帥 9式小あか簡
試製 99式中あか筒
試製 99式大あか綺
試製 99式発射あか筒
試製 100式あか簡
試製 100式中あか筒
試製 100式大あか筒
試製 100式発射あか綺
試曇 1式大あか筒

1937
1938

1938

1938

1939

1939

1939
1939

1940
1940

1940
1940

1941

み ど,綺 89式み ど
'衝
(甲・乙 。丙 1929

拳 銃 用 ガ ス 弾 11年式拳畿用 90式みど,弾 1930

手投・郷弾筒用ガス弾

92式あか曳火手権弾
92式み どり曳火手擢弾
1式手投九缶 (ちび)

1932

lS32
1941

教育・演習用資材
39式み どり棒
93式代用あか簡

1929

1933

きい剤撤布器

94式 きい剤撤布器
95式手徹徹布器
100式手撤徹布器

1934

1935

1940

ガス噴射器 100式携帯噴射器 1910

撤 毒車 94メミ嗜支曇障31,ミ訴枚]に 1934

航空機投下 ガス弾

き ヽヽ 弾

92デヽ50kg n~FIぎ い伊単

94式 50咤 投
~下
きヽヽ弾

97式 5駄g投下 きい弾
100式 50k=投Tき 騨ヽ

・９８２
・９３４
・９３７
脚

あ か 弾
・95式 15kg投下あか弾
97式 15kg投下あか弾
4式 50kg n~Fあか弾

1935

1937

1943

あをしろ弾

92式 50kg投下あをしろ弾
97式 50kg投下あをしろ弾
100式 501K=投下あをしろ弾

聴
田
躙

ち や 弾
95式 50kg ttTちや弾
97式 50kg投下ちや弾
100式 5眺g投¬Flう

`け
〕単

・９３５

・９３７

‐９４０

薔 下 弾 l式 50kg投下雨下弾

航空機用 きい剤撤布筒 l式 50kg撤布綺

航空機用 ガス雨下需 94式 ガ
^噴
射器 1934

テ
　

　

）

″ み



弾 種 襲 毒 物 攣 k8 重量kg 備  考

迫
撃
砲
弾

．

3式 8c醸迫撃砲1号特弾 塩化アセトフェノン 0,328

93式 15cm迫躍砲2号弾 :)7 -=tLlTZZtVyy 20

93式 15cn迫肇砲 3号弾 イベ リット

艦

砲

弾

15帥 砲 4号通常弾型薬改 2
塩化アセ トフェノン 0.075

97 -=tv:t7Y7rv:/i 0.29

50口径 14cn砲 2式通常弾型

薬改2

塩化 アセ トフェノン 0.073

9z -=tvYTvTtvY'.I 0.29

12cn砲 3号通常弾型薬改 2 ElLzxtz=)Y
50口径12.7c凛 砲通常弾型薬改2 #{tz+tz-)v 0.39

50口径 12.7cm砲 通常弾持久

性化兵弾

イベ リット

ルイサイト

％

％

６

６
1.181

40口径 14cm持久性化兵弾
イベリット (50%)
ルイサイト (50%)

.1.758

爆

弾

6番 1号陸用爆弾 イベリット

仮称6番 1号腱月爆弾甲 イペリット 弾体木製

1式 6番 1号陸用爆弾l型 ジフェニルシアンアルシン 43.1

日本海軍の毒ガス弾・毒ガス爆弾の種類と諸元

館山海軍砲術学校「化兵戦要表 甲」1945年 3月寵整 (防衛庁防衛研究所闘書館所蔵)よ り作成。

表5-2 日本海軍の地上戦用毒ガス兵器の種類と諸元

館山曲 街学校『化兵戦要衰 甲J1945年 3月調整 (防衛庁防衛研究所図書館所蔵)より作成.

名 称 填 毒 物 填毒量 g 重量 g 高さ圃 直径間

手投涙弾

甲
大 塩 化 ア セ トフゴノ ン

」ヽ 塩化 アセ トフェノン 100

7_

大
塩化 アセ トフ ェノン

溶 剤
420 52

4ヽ
塩化アセトフニノン

溶 剤

催涙筐 改一 塩 化 アセ トフェノン
Ｏ
ι 13300 336

仮称 特煙筒

大 97 z =tuV7 Y7 r'.,/Y 336 252

中
'v 

- ='v'17 /7 tvYY 1700 191

＝
● ジフェニルシアンアルシン 100

仮称 手投特弾
液体青酸 210

サイダー瓶
安定剤 (三塩4織素)

″ 9～



〕
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松鏑康夫『化学兵署り所収 (大久野島毒ガス資料鶴銹恥

表3 毒ガス原材料とその納入企業

威畠名称 原霙材料名称 分  子  式
主 螢 震 僣

納 入 露 所
外 銀 聴 度  比 重 (lSt)

きい一号甲 y', 2 -*-rt tQOHCtド 螢色スハ書露責e  5%以 上       l.:95-1壽
n33ナル置体

日本書達

三井鉱山

塩酸 HCl 饉e乃至縁晨責e   36χ ″        ::30以上
達蒻ナル腋体

昭和曹建

食塩

●風随ソータヽ

Naα 三井鉱山

饉 ItSO. 無6又 ′ヽ政露e,薔^            :.340以 上
″透明ナ波体

尾崎染料

住友ft撃

ソーF‐ NatCOl 絶自′鬱末タルペシ  ヨ%以上       苛性アル
"り
含有スヘ

カラス、カリ′含量微

量以下タルヘシ

大阪

岸日、構多

きい一号丙 ,l7-rr:e

蹴 島>
¨ Xα澪

薇糞色乃至腱ホ褐レ  94          117-::9
縮縮窮ナル菫停

三井鉱山

きい一号乙 四塩fL皮察 鶴 艦色透明′腹体    水分         不揮発性不純物
0鶴%以下      01%以 下

南海化学
B冒 .昭薗、二共

準素 (疲体) C13 常重電匡二贄テ貴色′ 95%以上
ガ
^体

嘔鈴販売会社

一塩化薇寅 瑯 羹責6′ 極メテ清澄ナ 富圧二於テ驀留二
"シ

 1.686-1_688

″渡戯シ島キ崚俸   134-137C二 贄テ95% 蒸発展盤3%以下
以上ヨ出スルモノタル

保土谷

8曹、昭曹
爾海

アル,― ル ¨ H 94%(溶量)以上   15 SC二 贄
'082以

下 地方専売局

きい二号 カーバイ ト CaC 乾燥セ″昌反色ノ塊状 lt●●又″ヽアセチレン 小塊分5%以上混入^
ニシテ大ハ径370～  ガス顔 1(15・ ,760m)ヘ カラス
120C′ t′     以上発生ネルモノ

東京疑三商会

菫畿重 AxOI ●0勝本      97%以 上 8本試難.三菱工察

食塩 NaC: 聴方専売局

みどリー号 三塩1麟 に ヽ ほ曹、日官.爾海

一塩:襲酸 CHぼ■C00「 盤色′結晶又ハ溶融′ 95χ以上       水分1%以下タルヘシ
擁状′″ヘシ

揉曹.8曹

三井物産

=彗
1ヒアルミニ,ム AICL 乾撮セル螢色及至淡貢 98%以上

色′固棒

小西

日本合成化学

二劇 ヒ羨葉 CS: 盤色透明チ腋体    95%以 上       諄点46-“ 南海化学

ベンプール 魏
“
  ●     常圧ニテ蒸溜二附シ  0_880-0.387

79-認Cニテ95%以上 擬固点 5-6℃
溜出スルモノタルヘシ

八嬌製鉄

あか一号 CA
シモリン

G出 AヽXO埼 票白色乃至帯篠色   "%以上       よ分
結晶状静未                  7%以 下

三井鐘山

9本染料

重要薇曇 ′―ダ NaHS03 35%以 上 大阪嗜粉

日本重fヒ学工業

シアンナ トリウム NaCN 自色乃至曇二灰色
'場
90%         'り 塩

ヒタリ径口踵以下ノモ            含有量数量
保曹,日番

電和電工、鉄興社

F― ドカリ Ki 大阪広栄株式

筒簿 W7r<v 熙 cNOl 日本饉緊。日議賓

事会ト

Eltzr<, NHcCl 澤田.清多

=韓化アンチモン SbS. G田門00.赫 曖饉 97%以上
フ通過ネルモ′タルヘ

金井.・l・西

アルミニクス● AL 0.動 限鮨フ通ネル 薔χ以上       ネ
"`1%以

下

モ′

驚多

重鉛葦 ZnO 白●3ニタテ0.発議 酸化重鉛′含量
7通       90%以 上

関西ベイント

日本  ″

三井

重艶末 民白ι彗細 _讐t   金属Zn"%以上
綺■95%は上(ZllCl+Zn)

二共、本荘

`琶
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図 24日本の中国侵略戦争における用毒地点分布
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雪

奎

書

ヽ

需

‥

た
毒
ガ
ス
兵
爵
の
被
書
が
両
国
で
拡
大
し
て
い

る
一
漏
出
物
質
に
触
れ
た
り
、
一諄
業
本
を
飲
ん
だ

り
し
た
市
民
が
ヽ

密
抑
界
猛
厠
経
璽
青
や
や
け
ど
に

苦
し
む
。
生
活
補
償
や
医
療
支
援
に
対
す
る
日
本

政
府
の
腰
は
重
く
、
こ
つ
の
訴
訟

へ
発
展
し
た
。

両
国
の
被
害
音
を
支
援
す
る
三
弁
籠
団
は
初
め

て
、
毒
ガ
ス
兵
論
の
製
造
工
場
が
あ

っ
た
広
島
県

の
島
に
集
ま
り
、
連
携
し
て
国
の
責
任
を
追
及
す

る
方
針
を
確
認
し
た
。
　

（社
会
部

・
鬼
本
洋

一
）

【1997年】
4月 化学兵器禁止条約が発効
【20M】
9月 旧日本軍が中国で捨てた毒ガ
ス兵器の発掘・回1又作業を日

3月 茨城県神栖町の丼戸水から毒
ガス兵器の成分とみられる高

濃度のヒ素が検出される
5月  19"-80年 代に毒ガス兵器の
機害を受けた中国人ら 5人
が、日本政府に80005円の賠
償を求めた訴訟の判決。東京
地裁が請求を棄却 (中国人側
が控訴)
環境省が神栖町の被害住民ら
に対する医療贅補償の救済策

を発表
中国黒竜江省チチハル市の建

設現場で毒ガス缶が見つかり

1人死亡、40人以上が彙懇

週棄毒ガス兵88で10-90年代
に被害を受けた中国人ら13人

が、日本政府に2億円の賠償
を求めた訴談の判快c東京地
裁がほぼ議求通りl m900oF
円の支払いを命じる (政府側

が控訴)
10月 チチハル市の毒ガス漏出事故
で、日本政府が中国政府に3

ほ円を支払うことで合意

【2005年】
1月 神栖町の丼戸水汚染問題で、
環境省が同町の地中から高機

度の有機ヒ素を合むコンクリ

ートの塊を発見

本政府が開始
【200葺】

顧
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
周
囲

一

約
四
計
の
大
久
野
島
。
旧
日

．

本
睦
重
が
こ
こ
で
製
造
し
た

毒
ガ
ス
が
九
州
な
ど
で
砲
弾

に
詰
め
ら
れ
た
。
製
造
は
終

戦
ま
で
極
秘
裏
に
続
い
た
。

現
在
は
リ
ゾ
ー
ト
地
に
な

っ
て
い
る
島
の
ホ
テ
ル
で
十

六
、
十
七
の
両
日
、
中
国
人

枝
書
者
が
原
告
と
な

っ
た
訴

訟
蓼
鍋
襲
ヨ
み
２
覆
躍
団
と
、

ま
だ
提
訴
し
て
い
な
い
日
本

人
や
中
国
人
波
書
者
の
補
償

交
渉
を
支
援
す
る
弁
護
士
ら

約
四
十
人
が
参
加
し
て
合
同

勉
強
会
が
開
か
れ
た
。

弁
護
団
の
招
き
で
購
演
し

法

曇

書

彗
π
腕
量
燎
野
ェ刀
（ゆ
く

番

ま

Ｅ

Ｘ

３

の

第
題

、
露

富

な

表

堕
菫
写
菫
弩
重
臣
竃

戦
時
中
に
毒
ガ
ス
製
造
に
か

か
わ
っ
た
元
工
興
ら
の
診
察

を
長
年
、
続
け
て
き
た
。
態

者
は
重
い
慢
性
気
管
支
炎
や

肺
気
腫
な
ど
の
後
選
症
に
今

も
苦
し
む
。

「
Ｂ
中
の
被
聾
署
は
、
養

ガ
ス
と
分
か

っ
て
作
業
し
た

戦
時
中
の
工
員
ら
の
被
薔
と

は
状
況
が
異
な
る
。
日
常
生

活
の
中
で
突
然
、
毒
ガ
ス
を

浴
び
た
中
国
人
被
霧
者
の
汚

染
薩
ほ
は
る
か
に
大
き
い
は

藉

」
内
閣
府
に
よ
る
と
、
中
国

本
上
に
残
さ
れ
た
壽
ガ
ス
弾

は
約
七
十
万
本
。
日
本
政
府

に
よ
る
廃
棄
処
理
は
遅
々
と

し
て
進
ん
で
い
な
い
。

二
〇
９

一一年

八
月
に
は
黒

竜
江
省
チ
チ
ハ
ル
市
で
、　
一

人
が
死
亡
、
四
十
二
人
が
皮

膚
が
た
だ
れ
る
な
ど
の
璽
転

傷
を
急

２
鸞
漱
が
起
き
た
。

吉
轟
省
象
化
市
で
も
昨
年
七

月
、
小
川
で
遊
ん
で
い
た
子

供
二
人
が
漏
出
し
た
液
体
に

触
れ
て
負
傷
し
た
。

国
内
で
も
〇
三
年
、
茨
城

県
神
栖
町
で
汚
染
さ
れ
た
井

戸
水
を
飲
ん
だ
少
な
く
と
も

百
三
十
五
人
が
被
害
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
．

神
奈
川
県
寒
川
町
で
も
過
爽

．ヽ●
ｐ
に
毒
ガ
ス
が
見
つ
か

っ

た
。各

弁
護
団
が
共
通
し
て
心

配
す
る
の
が
、
披
害
者
た
ち

の
後
退
症
が
、
こ
れ
か
ら
ど

う
進
行
す
る
か
だ
。

チ
チ
ハ
ル
市
の
事
故
で
日

本
政
府
は
、
被
害
者

へ
の
治

療
費
な
ど
で
中
国
政
府
に
三

億
円
を
支
払

っ
た
が
、
個
人

補
償
は
し
な
い
立
場
合
神
栖

町
の
丼
戸
水
汚
染
で
は
、
有

機
ヒ
素
を
検
出
し
た
住
民
に

医
療
手
帳
を
交
付
し
た
が
、

失
職
な
ど
に
対
す
る
補
償
は

行
わ
れ
て
い
な
い
．

参
加
し
た
小
野
寺
利
孝
弁

饉
士
は

「被
害
者
に
は
若
い

世
代
も
多
く
、
後
遇
症
が
将

来
に
わ
た
る
の
で

一
時
金
の

よ
う
な
も
の
で
は
償
い
き
れ

な
い
」
と
指
摘
ｃ
水
俣
病
な

ど
と
同
様
、
恒
久
的
な
対
策

の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

一縦
霧
聾
彗
罹
操
劾
難
壽
雪
輝
業
が
な日無
し
に
さ
れ
Ｆ

月

　

　

月

　

　

月

６

　

　

８

　

　

９

リ シャ



社
史
か
ら
読
み
解
く

「軍
需
産
業
総
力
戦
体
制
」

―
―
財
閥
三
井
の
毒
ガ
ス
製
造

フイ 'エス 'ケー株式妻性性曳

昭和 11年には、年網 00tの麟遣であつた trタ リン強を昭和 12年度には一塵 385,000
lgを塁造麟屁した
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=
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暉嗣114キ
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―
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“

癖
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…

昔磨監督宙株力遺籍大饉自比工嬌視案

昭和10年  7月 20日  

―

将ヨ比工
・
楓露
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―

二凛晏竹

"軍
区大董ヨ比工場

“

奏

昭和10午 7月 31日  第1濤率凛編康壽菫中財日lLIMお
昭和16年 8月 5ヨ  静

"海―

主群中佳,tre,察
昭和 :0年  8月  8ヨ  第

一

螢大籠●比工場視彙

昭和 :●■ 9月 30日  興壽撃

一

大生月比工場視暴

躍莉10年 11月  6自  広
…

藤口主計大生ヨ比工署複豪

昭籠1● ■11,1la  第二轟軍火薬籠長●Jl中お日
=二
場機事

黎お16年 11月 19ヨ  内事奮漢野技
“
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工5定第毬奎

昭和16年 11月 23日  広島海摯奎響菫歓野主■大
=日
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`視
瑯

図 1:由良染料の社史より

軍
需
産
業
の
育
成
と
統
制

政
府
、
軍
も

「
軍
需
産
業
」
の
存
在
な
く
し
て
戦

争
遂
行
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
多
く
の
保
護
、
育
成

政
策
を
出
し
ま
す
。
企
業
に
対
す
る
「
政
府
前
渡
金
」

や

「
奨
励
金
」
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。

１
９
１
８
年

大^
正
７
年
）
に
は
軍
需
産
業
を
保
護

育
成
す
る
た
め

「
軍
需
工
業
動
員
法
」
を
制
定
。
次

な
る
戦
争
は
軍
需
産
業
総
力
戦
を
想
定
し
、
動
員
と

統
制
を
図
る
も
の
で
し
た
。

１
９
３
７
年

（昭
和
１２
年
）
日
中
全
面
戦
争
に
お
い

て
適
用

（１
９
３
７
年
９
月
２５
日
）、
工
場
工
業
所
管
理

令
も
同
時
に
制
定
、
発
令
。
さ
ら
に
１０
月
に

「支
那

事
変
軍
需
工
業
動
員
火
薬
原
料
取
得
協
定
」
を
締
結

実
施
。
こ
れ
に
よ

つ
て
動
員
と
続
制
、
さ
ら
に
工
場

の
管
理
と

い
う
強
制
が
加
わ
る
こ
と
に
な

つ
た

（当

然
の
」ヽと
な
が
ら
補
償
が
決
め
ら
れ
た
）。
工
場
春
い理
は
昭

和
１３
年
１
月
に
正
式
発
動
。

第
１
次
と
し
て
９９
社
、
そ
の
中
に
重
化
学
工
業
企

業
と
し
て
三
井
鉱
山
三
池
染
料
工
業
所
、
由
良
染
料
、

日
本
曹
達
、
朝
鮮
窒
素
な
ど
。
第
２
次
と
し
て
３
社

の
２
工
場
、
日
本
化
成

（後
２
一菱
化
成
）
黒
崎
工
場
、

三
池
染
料
工
業
所
。
こ
れ
ら
は
陸

・
海
軍
共
同
管
理

か
陛
海
単
独
管
理
と
な
る
。
爆
薬
４
工
場
が
共
同
管

理
下
に
お
か
れ
、
設
備
拡
張
が
図
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
４
月
に
は
国
家
総
動

員
法
、
５
月
に
は
総
動
員
法
に
基
づ
く

「
工
場
管
理

令
」
が
発
布
、
１
９
４
３
年

（昭
和
１８
年
）
に
は

「
軍

需
会
社
法
」
が
制
定
さ
れ
る
。

政
府

・
軍
部
と
の
か
か
わ
り
が
よ
く
わ
か
る
例
と

し
て
三
井
財
閥
を
取
り
上
げ
ま
す
。

三
井
鉱
山
三
池
染
料

工
業
所

三
井
財
閥
三
大
直
系
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
三

井

鉱

山

が

あ

り

ま

す

公
一一井
銀
行
、
一一一井
物
産
）
。

三
井
鉱
山
は
明
治
政
府
直
営
の
大
牟
田
に
あ
る
三

井
炭
鉱
を
、
明
治
２‐
年
に
三
井
組
と
し
て
払
い
下
げ

を
受

け
ま
し
た

（三
井
財
閥
と
明
治
政
府
の
関
係
は
、
伊

藤
博
文
、
山
県
有
朋
等
と
の
関
係
ま
で
遡
り
ま
す
）。
明
治
Ｔ

大
正
と
囚
人
労
働
や
低
賃
金
地
底
労
働
者
を
使
役
す

る
こ
と
で
財
を
な
し
、
採
炭
さ
れ
る
石
炭
か
ら
コ
ー

ク
ス
を
作
る
過
程
に
お
け
る
副
産
物
を
利
用
し
て

１
９
１
８
年

（大
正
７
年
三

三
井
鉱
山
三
池
染
料
工
業

所
と

い
う
石
炭
化
学
工
場
を
作
り
ま
す
。

１
９
２
２
年

（大
正
Ｈ
年
）
に
は
石
炭
酸
か
ら
出
来

る
火
薬

？

ク
リ
ン
酸
）
を
海
軍
に
納
入
。
当
時
、
海

軍
に
ピ
ク
リ
ン
酸
を
納
入
す
る
企
業
は
他
に
由
良
染

料
の
み
で
し
た
。

由
良
染
料
の
創
業
者
、
由
良
浅
次
郎
は
１
９
１
９

年

（大
正
８
年
）
高
橋
是
清
蔵
相
に
税
制
優
遇
を
求
め

た
際
、
「
揺
藍
期
の
染
料
工
業
を
育
て
、
平
時
は
染

料
を
作
り
、

ゴ
訓
ョ
到
ｑ
園
劇
置
「
悧
制
翻
「
日
國
劉

目
酬
測
翻
劉
創
創
制
劇
嘲
ｖ
こ
の
工
業
を
育
成
す
れ
ば
、

平
時
膨
大
な
施
設
を
遊
ば
す
こ
と
な
く
、
染
料
の
自

給
を
な
し
得
、
国
家
の
安
全
と
有
利
の
面
か
ら
最
善

の
方
法
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
」
と
せ
ま
り
、
税
制
優

遇
は
も
ち
ろ
ん
、
１
９
２
１
年

（大
正
Ю
年
）
か
ら
ピ

ク
リ
ン
酸
を
海
軍
火
薬
廠
に
納
入
。
そ
の
後
由
良
は

国
家
保
障
保
護
会
社

（社
史
）
と
し
て
軍
と
共
に
歩

み
ま
す
。
社
史
の

一
頁
だ
け
で
も
見
れ
ば

一
目
瞭
然

で
す

（参
照
¨
図
↓

三
井
三
池
染
料
工
業
所
が
、
火
薬
、
爆
薬
と
同
様

化
学
兵
器
に
関
わ
る
の
は
１
９
３
２
年

（昭
和

′̈年
一

陸
軍
に
ビ
ラ
ン
性
毒
ガ
ス
で
あ
る
イ
ペ
リ
ッ
ト
の
中
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図2 指導書願い

間
薬
、
グ
リ
コ
ー
ル
ー
号

Ｔ

↓

を
３６
ト
ン
納
入

し
て
か
ら
で
す
。

１
９
３
４
年

（昭
和
９
年
）
陸
軍
科
研
か
ら
嘔
吐
性

毒
ガ
ス
の
中
間
薬
ア
サ
デ
ン

（陸
軍
名
ンヽ
モ
リ
ン
）
製

恣
了
切
又
嚇鼻
頌

確

は
月
６
ト
ン
で
す
か
ら
、
生
産
能
力
が
陸
軍
を
上
ま

わ

っ
て
い
ま
す
ｏ

こ
の
年
、
三
井
鉱
山
は
陸
軍
毒
ガ
ス
研
究
の
中
枢
、

陸
軍
化
学
研
究
所
長

・
久
村
種
樹
に
毒
ガ
ス
原
料
の

製
造
装
置
指
導
願
を
支
書

（参
照
¨
図
ι

で
出
し
て

い
ま
す
。
久
村
種
樹
は
、
陸
軍
毒
ガ
ス
研
究
の
中
心

人
物
で
、
毒
ガ
ス
戦
を
強
力
に
推
進
。
１
９
４
０
年

退
役
す
る
と
、
三
井
化
学

含
一一池
染
料
工
業
所
）
顧
間
、

後
の
東
洋
高
圧
社
長
に
な

っ
て
い
ま
す
ｏ
軍
産

一
体

化
の
象
徴
と
い
え
ま
し
よ
う
。

「
三
井
直
系
、
準
直
系

の
中

で
三
井

ｎ
家

の
直

系

で
も
な
く
、
軍
人
が
名
実
と
も
に
ト

ッ
プ
に

い

た
例
は
久
村

の
ほ
か
に
な

い
」
３
壬
奎
下業
史
本
篇
』

第
３
巻
下
）

三
井
染
料
工
業
所

へ
の
陸
　
・
‥

中
間
凛
の
注
文
は
１
９
３
７
年

面
戦
争
か
ら
激
増
す
る
。

『
三
井
鉱
山
５０
年
史
稿
」
と

い
う
社
史
の
稿
本
に

は
、
１

‐９
３
８
年

（昭
和
１３
年
）
ま
で
し
か
毒
ガ
ス
の

記
載
が
な

い
が
、
こ
の
２
年

の
間
に
、
陸
軍
か
ら

イ
ベ
リ
ッ
ト

（き
い
″〓の
中
間
薬
グ
リ
コ
ー
ル
ー
号
、

２
号
、嘔
吐
性
毒
ガ
ス

あ^
か
）
の
中
間
薬

↑′
モ
リ
ι

ア
サ
デ
ン
、
後
に
Ｃ
Ａ
剤
。
海
軍
か
ら
ビ
ラ
ン
性
毒

ガ
ス

・
イ
ペ
リ
ッ
ト
の
３
号
特
薬
中
間
薬
オ
ク
ゾ
ー

ル
、
嘔
吐
性
毒
ガ
ス
ム
デ
特
薬
中
間
薬

フ

エ
・ラ

亜

砒
酸
）
の
注
丈
を
増
産
。
イ
ペ
リ

ッ
ト
の
原
料

エ
チ

レ
ン
は
東
洋
高
圧
大
牟
田
工
業
所
か
ら
と

あ
り
ま
す
。

１
９
４
１
年

（昭
和
１６
年
二
二
池
染
料
工

業
所
は
三
井
化
学
と
な
る
。

「
民
需
か
ら
軍
需
品
生
産
へ
の
急
傾

斜
と
、
有
機
化
学
工
業
で
の
軍
需
品
中

心
の
新
規
事
業
着
手
へ
と
突
き
進
ん
だ
。

化
学
兵
器
原
料
の
設
備
拡
張
が
著
し

い
」

「
三
池
事
業
所
史
本
篇
』
第
３
巻
４
４
７

頁
）

三
井
染
料
工
業
所
か
ら
三
井
化
学
に
至

る
考
え
方
が
三
井
東
圧
社
史
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
機
械
工
業
、
造
船
工
業
な
ど
の
重
工
業
分
野

に
お

い
て
、
三
菱
、
住
友
財
閥
に
比

べ
劣
勢

に

釧

劃

副

劉

コ

召

ゴ

副

剛

場

ｑ
引
利
潤
副
翻
割
割
町
劃
引
針
刊
４
洲
期
待
で
き
る

，・
の
は
、
化
学
工
業
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
三

井
鉱
山
お
よ
び
三
井
物
産
傘
下
の
化
学
事
業
を
集

約
し
、
大
規
模
な
化
学
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
で

あ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
構
想
を
背
景

に
昭
和
１６
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
三
井
化
学
で
あ

り
…
…
三
井
財
閥
の
重
化
学
工
業
部
門
を
担
う
中

核
企
業
と
し
て
発
展
す
る
の
で
あ
る
」

１
９
４
１
年
ム
昭
和
１６
年
）
１１
月
１４
日
付

『艦
本
機

密
』
第
１
号
１
０
８
７
１
に
は
次
の
こ
と
が
記
さ
れ

て
ぃ
畷
肘
プ
算
５
９
５
万

動
ν
Ｃ
２
号
」
享
オ
グ
リ

コ
ー
ル
不
凍
、
陸
軍
）
年

１
２
０
０
ト

ン
玉
名

工
場

内
‐２
月
予
算

４
６
８
万

「
３
号
中
間
薬
」

ア

オ
グ

リ
コ
ー
ル
、
海
軍
）
年

１
０
０
０
ト

ン
、
三
池
染
料

内
生
産
さ
れ
た
毒
ガ
ス
中
間
薬
は
何
処
ヘ

陸
軍
の
場
合
は
、
地
図
か
ら
消
さ
れ
た
島
と
し
て

絡盤
戸
内
五
堂
不
入
野
置
匈
（第
２
陸
軍
造
兵
廠
忠
海
製
造
所
）
に

運
ば
れ
、
毒
ガ
ス
と
し
て
製
品
化
、
そ
れ
を
兵
器
化

す
る
た
め
、
北
九
州
市
曽
根
に
あ
る
曽
根
製
造
所
で

（

海
軍
か
ら
の
毒
ガ
ス

人
昭
和
１２
年
）
日
中
全

13
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鶴
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「
ll寧什tlJ稼退 t

砲
弾
に
充
填
さ
れ
、
兵
器
と
な

っ
て
中
国
大
陸
他
に
。

■′

海
軍
の
場
合
は
、
神
奈
川
県
平
塚
市
に
あ
る
火
薬

廠
の

一
角
、
海
軍
技
術
研
究
所
化
学
研
究
部

（後
に

相
模
海
軍
工
廠

。
寒
川
）
に
送

ら

れ
ヽ

毒

ガ

ス
製

造

兵

器
化
が
行
な
わ
れ
、
艦
船
に
、
陸
戦
隊
に
、
そ
し
て

航
空
機
爆
弾
に
…
…
、
大
陸
か
ら
南
方
に
。

当
時
、
国
際
法
で
毒
ガ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
ハ
ー
グ
陸
戦
協
定
、
ジ
ュ
ネ
ー
プ

条
約
議
定
書
等
）。
そ
れ
を
承
知
で
日
本
軍
は
極
秘
に

毒
ガ
ス
を
製
造
し
、
戦
争
に
使

っ
た
訳
で
す
。
同
時

に
毒
ガ
ス
製
造
に
か
か
わ
っ
た
軍
需
化
学
企
業
も
ま

た
、
国
際
法
違
反
の
極
秘
の
作
業
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
工
場
内
で
の
爆
発

事
故
な
ど
は
隠
蔽
し
ま
す
。
軍
と
企
業
が
、
ど
れ
ほ

ど
密
後
な
関
係
か
を
示
す
大
事
件
が
、
三
井
三
池
染

・料
工
業
所
で
起
き
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
大
牟
田

「爆
発
赤
痢
事
件
」
で
す
。

隠
蔽
さ
れ
た
企
業
犯
罪

・
国
家
犯
罪

１
９
３
７
年

（昭

和
１２
年
）
９
月
２５
日

夕
方
、
大
牟

田
に

あ
る
三
井
鉱
山
三

池
染
料
工
業
所

で

爆
発
事
故
が
起

こ

り
、
刺
激
臭
を
含

む
黄
色

の
煙
が
町

を
覆

い
ま
し
た
。

直
後

か
ら
風
下

の
住
民
は
、

の
ど

の
痛
み
、
咳
、
め
ま
い
、
高
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
、
全

身
の
痙
攣
で
子
ど
も
、
老
人
を
中
心
に
次
々
と
倒
れ
、

死
者
も
続
出
。
さ
ら
に
夜
半
、
三
度
目
の
爆
気
事
故

が
起
こ
り
、
翌
日
か
ら
死
者
は
急
増
し
、
町
は
阿
鼻

叫
喚
、
地
獄
図
を
呈
し
ま
し
た
。
１１
万
都
市
で
被
害

者
２
万
人
以
上
、
死
者
７
１
２
人
と
い
う
大
惨
事
で

す
。と
こ
ろ
が
、
被
害
者
の
症
状
の
原
因
調
査
も
な
さ

れ
な
い
う
ち
に
、
「赤
痢
」
だ
、
水
道
水
に
よ
る
爆

発
的
赤
痢
だ
と
い
う
ふ
う
に
県
と
内
務
省
が
断
定
し

ま
す
。
爆
発
事
故
が
あ
っ
て
２
日
後
に
は
、
陸
軍
防
疫
研

究
室
で
大
量
に
作
ら
れ
た

「赤
痢
予
防
錠
」
が
大
牟

田
市
民
に
配
布
、
飲
用
さ
れ
ま
す
。
７
３
１
部
隊
で

有
名
な
石
井
四
郎
が
開
発
し
た
細
菌
培
養
装
置
で
作

ら
れ
た
赤
痢
菌
は
、
ま
た
た
く
間
に
大
牟
田
市
民
を

赤
痢
の
罹
患
者
に
し
ま
し
た
。

染
料
工
場
で
の
毒
ガ
ス
爆
発
事
故
の
猛
毒
に
よ
る

被
害
の
実
態
を
隠
し
、
毒
ガ
ス
製
造
の
秘
密
を
守
る

た
め

「赤
痢
事
件
」
に
仕
立
て
あ
げ
た
わ
け
で
す
。

日
中
全
面
戦
争
の
さ
な
か
、
軍
機
法
、
新
聞
紙
法

２７
条
報
道
管
制
、
記
事
差
し
止
め
、
軍
需
工
業
動
員

法
、
国
民
精
神
総
動
員
要
綱
…
…
こ
の
よ
う
な
状
況

下
、
企
業
と
軍
は
事
件
の
真
相
を
間
に
葬
り
ま
し
た
。

三
井
は
軍
と
共
に
ひ
た
す
ら
毒
ガ
ス
資
材
を
増
産
、

規
模
を
拡
大
し
、
有
数
の
化
学
会
社
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
企
業
犯
罪
、
国
家
犯
罪
で
あ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

戦
後
の
三
井
化
学
～
三
井
東
圧

大
牟
田
市
は
敗
戦
直
前
５
回
に
わ
た
っ
て
米
軍
の

空
襲
を
受
け
、
三
井
の
軍
需
工
場
と
し
て
の
役
割
は

終
わ
り
ま
し
た
。
石
炭
化
学
を
中
心
に
民
需

へ
と

１
９
６
８
年
７
月
１２
日
朝
日
新
聞
が

「
枯
れ
葉

剤
疑
惑

」
を

ス
ク
ー
プ
し
ま
す
。

三
井
化
学

は

１
９
５
０
年

（昭
和
２
５
年
）
か
ら
枯
れ
葉
剤
の
原
料

２４
Ｄ
を
生
産
、
三
井
東
圧
は
２
４
５
Ｔ
を
生
産
。
こ

の
２
つ
を
合
わ
せ
る
と
枯
れ
葉
剤

エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
オ

レ
ン
ジ
が
出
来
ま
す
。

戦
時
中
は
毒
ガ
ス
、
戦
後
は
農
薬
と
称
し
て
枯
れ

葉
剤
を
生
産
。
米
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
協
力
し
巨

利
を
得
て
い
ま
し
た
。

三
井
財
閥
は
明
治
以
降
、
度
重
な
る
戦
争
で
財
を

な
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。
三
井
物
産
の
ア
ヘ
ン
を

使

っ
て
の
軍
部
と
の
謀
略
を
は
じ
め
、
三
井
三
池
染

料

・
三
井
化
学
の
毒
ガ
ス
製
造
。
企
業
利
益
を
全
て

に
優
先
し
、
戦
争
を
煽
り
、
国
策
に
便
乗
し
、
規
模

を
拡
大
し
、
戦
後
も
ま
た
同
じ
道
を
た
ど

っ
て
い
ま

す
。

過
去
に
目
を
閉
じ
る
者
は

再
び
同
じ
過
ち
を
お
か
す

―
―

ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー

他

の
軍
需
化
学
企
業

（軍
と
一
体
化
し
て
い
た
）
は
、

日
本
曹
達
、
保
土
ヶ
谷
化
学
工
業
、
三
菱
化
成
、
呉

羽
化
学
、
住
友
化
学
、
帝
人
な
ど
…
…
。

軍
需
化
学
企
業
の
戦
争
責
任
は
間
わ
れ
続
け
ま
す
。

（き
た
。
こ
う
い
ち
ろ
う
／
化
学
兵
器
被
害
解
決
ネ
ツ
ト
ワ
ー

ク
．）
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信
機
も

車
篠
●
聾
■
τ

石
炭
か
ら
だ
′

中
［ロ

笹
林
公
園
に
あ
る

爆
発
赤
痢

「慰
霊
塔
」
と
そ
の
碑
文

「
雌
篠
昭
和
十
二
年
九
月
二
十
五
日
篠

モ
支
那
事
変
勃
発
シ
テ

ニ
月
全
市

ヲ
挙
ゲ
テ
銃
後

ノ
遂
行

二
適

進ヽ
セ
ル
機
、
晴
天

ノ
雛

饉

ノ
如
ク
突
如
ト
シ
テ
我
十
二
万
市
電
ヽ
ハ
古
今

ヲ
絶

ス
ル
悪
菱

ノ
魔
手

二
熾

ハ
レ
タ
リ
。
・豪

二
大
産

業
都
市
ト
シ
テ
群
戯

フ
極

メ
タ
ル
本
市

ハ
忽

ニ
シ
テ
阿
鼻
叫
喚

・ノ
巷
卜
化

シ
官
民
必
死

ノ

●
０
０
　
　
　
　
　
つ
い

防
疫

ニ
モ
拘

ラ
ズ
寛

二

一
万
数
千
々
「
ノ
罹
患
者

ヲ
出
シ
七
百
十

二
名
ツ
精
観
フ
奪
ハ
ル
」　
　
　
　
　
　
　
　
＾


